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'95全国ダム・流域交流フェステイバル鹿野川湖大会

風おこしEボート（ドラゴンボート）大会

318人の選手が参加して炎天下のもと

ボート競技の熱戦が繰り広げられ多くの

人出でにぎわった鹿野川湖。
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町民のうごき

人口 3,373人(+3) 

男 1,6 2 9人 (-1)

女 1,744人(+4) 

世帯数 1, 0 2 3晶(+1) 

（平成7年7月31現在）
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全
国
ダ
ム
・
流
域
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
鹿
野
川
湖
大
会
が
八
月
五
日
、

六
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
五
日
に
は
、
二
百
五
十
人
の
参
加
を
得
て
、
風
の
博
物
館
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
翌
六
日
に
は
、
四
十
八
チ
ー
ム
＝
一
百
十
八
人
の
参
加
が

あ
り
、
鹿
野
川
湖
で
E
ボ
ー
ト
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

八
月
五
日
、

95
全
国
ダ
ム
・
流
域

交
流
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
鹿
野
川
湖
大

会
の
一
環
行
事
と
し
て
「
地
域
間
交

流
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
風

の
博
物
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成

三
年
度
か
ら
全
国
の
ダ
ム
所
在
市
町

村
で
構
成
す
る
「
ダ
ム
水
源
地
交
流

協
議
会
」
（
肱
川
町
長
が
協
議
会
副
会

長
）
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
弥
栄
ダ

ム
（
山
口
県
美
和
町
と
広
島
県
大
竹

市
の
共
同
開
催
、

H
三
・
八
、
第
一

回
）
、
相
俣
ダ
ム
（
群
馬
県
新
治
村
、

H
四
・
七
、
第

二
回
）
、
北
山
ダ
ム

（
佐
賀
県
富
士
町
と
三
瀬
村
の
共
同

開
催
、

H
五
・
八
、
第
三
回
）
、
田

瀬
ダ
ム
（
岩
手
県
東
和
町
、

H
六
．

七
、
第
四
回
）
で
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。近
年
、
ダ
ム
湖
周
辺
が
森
林
公
園

や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
と
し
て
多
く
の

人
達
に
利
用
さ
れ
始
め
て

き
ま
し
た
。
協
議
会
で
は

こ
の
機
運
を
受
け
、
地
域

の
自
然
や
文
化
的
特
性
を

活
か
し
た
各
地
の
地
域
づ

く
り
の
事
例
を
紹
介
・
情

長
る
員
す
委
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
ダ
ム
湖
の
新
し
い

を
会
っ
員
さ
委
活
用
方
策
を
開
発
・
促
進

、
一
丁

し
ノ
ィ
し
、
ダ
ム
周
辺
地
域
の
活

あ
実
の
長
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
フ
ェ

迎
町
ス
テ
ィ
バ
ル
を
企
画
し
た

も
の
で
す
。
と
か
く
ダ
ム

歓
＂記

は
、
下
流
地
域
だ
け
が
ダ

ム
の
恩
恵
を
受
け
、
水
源

地
域
は
過
疎
で
取
り
残
さ

れ
た
ま
ま
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ソ
の
場
と
し
て
の
機
能
に

人
々
が
注
目
し
、
リ
ゾ
ー

ト
基
地
と
し
て
の
活
用
が

見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
全
国
的
な
ダ
ム

活
用
の
連
携
と
情
報
交
換

を
求
め
て
、
北
は
岩
手
県

か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
の

二
百
五
十
人
の
方
々
が
、
ソ

ソ
ボ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

シ
ソ

ボ
ジ
ウ
ム
で
は
、

肱
川
町
長
の
歓
迎
の
挨
拶

に
続
ぎ
、
環
境
造
形
作
家

の
西
田
明
未
さ
ん
が

『
水
と
緑
』
『
光
と
風
』

の
調
和
を
求
め
て
の
タ
イ
ト
ル

で
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
の
横
山

先
生
に
よ
る
『
肱
川
人
と
暮
ら
し
』

の
基
調
講
演
に
続
ぎ
、
「
地
域
交
流、

全
国
の
事
例
に
学
ぶ
」
と
し
て
四
万

十
川
合
衆
国
（
高
知
）
、

S
O
N
I
A

広
域
協
議
会
（
高
知
）
、
江
の
川
流
域

協
議
会
（
広
島
）
、
緑
川
の
清
流
を
と

り
も
ど
す
流
域
連
絡
会
（
熊
本
）
の
代

表
者
か
ら
事
例
報
告
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
全
国
的

な
事
例
の
報
告
に
耳
を
傾
け
て
お
り

ま
し
た
。

〈

E
ボ
ー
ト
大
会
〉

全
国
の
ダ
ム
所
在
市
町
村
及
び
地

域
の
人
々
が
、
ボ
ー
ト
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
交
流
を
深
め
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
め
る
イ
ベ

ソ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
試
み
と

し
て
今
回
は
、

E
ボ
ー
ト
（
ド
ラ
ゴ

ソ
ボ
ー
ト
）
及
び
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を

使
用
し
ま
し
た
。

こ
の

E
ボ
ー
ト
は
、
「
交
流
(
E
x
e

h
a
n
g
e
)
」
、
「
エ
コ
ラ
イ
フ

(
E
c
o
1

Life)
」
、
「
環
境
(
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
」、

「
学
習
(
E
d
u
c
a
t
i
o
n
)
」
等
に
も
通
じ

る
も
の
で
、
地
域
間
の
交
流
を
進
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、

E
ボ
ー
ト
は
今
回
の
鹿
野
川
湖
大
会

に
併
せ
て
新
規
に
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
こ
れ
が
全
国
化
し
、

地
域

間
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
ボ
ー
ト
大
会

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
九
月
号
に
掲

載
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

手漕ぎボート
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アユとうなぎのつかみどり

見て、踊って、参加して

何の行事にも地味な仕事、ご苦労さまでした

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま

つ
り
が
今
年
は
、
全
国

ダ
ム
・
流
域
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
鹿
野
川
湖

大
会
に
併
せ
て
八
月
五

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
盛
り
沢
山
の

イ
ベ
ソ

ト
で
び

っ
く
り

市
、
く
じ
付
き
も
ち
ま

ぎ
、
ア
ユ
と
う
な
ぎ
の

つ
か
み
ど
り
大
会
、
子

供
み
こ
し
、
I

特
産
品
販

売
、
文
化
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
お
ど
り
、
カ
ラ
オ

ヶ
、
農
業
後
継
者
に
よ

る
炭
火
の
や
き
肉
、
盆

踊
り
大
会
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
左
飾
る
花
火
大
会
等
々
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
に

町
内
外
か
ら
沢
山
の
人

が
訪
れ
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
で
は
、

商
工
会
青
年
部
に
よ
る

た
こ
焼
、
い
か
焼
、
や

き
と
り
、
金
魚
す
く
い
、

婦
人
部
に
よ
る
か
き
氷

等
の
出
店
が
並
び
、
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

又
、
歩
行
者
天
国
を

彩
る
七
夕
笹
飾
り
に
は
、

目
を
み
は
る
も
の
が
あ

り
毎
年
い
ろ
い
ろ
と
創

意
工
夫
さ
れ
見
事
な
も

の
で
し
た
。

毎
年
好
評
の
ア
ユ
と

う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
で
は
、

う
な
ぎ
を
つ
か
ま
え
て
出
す
人
、
そ

れ
を
ク
ー
ラ
ー
に
入
れ
る
と
い
っ
た

よ
う
に
息
の
あ
っ
た
ご
夫
婦
が
あ
り

ほ
ん
と
う
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が

目
に
写
り
ま
し
た
。
中
に
は
女
の
人

ひ
と
り
で
十
七
匹
も
と
っ
た
人
と
い

ろ
い
ろ
な
名
人
が
ア
ユ
と
う
な
ぎ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

あ
る
人
は
大
洲
か
ら
初
め
て
参
加

さ
れ
、
「
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か

っ
た、

お
か
げ
で
、
十
五
匹
と
れ
ま
し
た
。

と
れ
た
う
な
ぎ
を
即
料
理
し
て
も
ら

い
タ
レ
ま
で
つ
い
て
百
円
と
は
い
い

で
す
ね
。
来
年
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
と
喜
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

七
時
三
十
分
か
ら
い
よ
い
よ
盆
踊

り
。
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な
り
、

「
踊
ら
に
ゃ
そ
ん
そ
ん
」
と
い
っ
た

よ
う
に
手
ぶ
り
足
ぶ
り
揃
え
て
踊

っ

て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
で

は
今
ま
で
に
な
い
花
火
も
見
ら
れ
、

納
涼
客
も
大
勢
集
ま
り
轟
音
と
共
に

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

唸
七
夕
笹
飾
り
入
賞
窒
各
嘉

＊

＊

 

合

＊

七

夕

賞

高

野

頼

信

＊

森砕

天
の
川
賞
〈
サ
和
気
商
店

砕

合

合

＊
 

合

銀

河

賞

理

容

カ

ネ

ノ

合

＊
 
砕
天
の
羽
衣
賞
福
栄
堂
菓
子
舗
砕

＊

＊

 

＊

織

姫

賞

あ

お

ば

＊

合

合

此
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
令

第
三
回
ひ
じ
か
わ
筏
流
し
大
会
が

七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
手
作
り
筏
で
「
肱

川
」
を
下
る
こ
と
に
よ
っ
て
肱
川
の

自
然
に
親
し
み
、
ま
た
豪
快
に
そ
の

早
さ
を
競
う
筏
流
し
を
楽
し
み
な
が

ら
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
始
ま
っ
た
筏
流
し

も
今
年
で

三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
九
時
か
ら
中
野
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
安
全
祈
願
祭
が
あ

り
十
時
か
ら

一
番
の
筏
が
中
野
小
学

ブ
ー
ビ
ー
賞

位

ぎ
ょ
う
せ
い
筏
倶
楽
部

ス
ー
パ
ー
サ
イ
ヤ
人

3

位

寺

尾

建

築

位

鹿

の

川

ア

リ

ラ

ン

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1位になった鹿の川アリランチーム（ゴール手前で）

校
前
の
川
か
ら
五
分
お

き
に
次
々
と
ス
タ

ー
ト

し
て
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー

ま
で
の
約
四
・

三
krn
の

レ
ー
ス
に

二
十
四
チ
ー

ム
六
十
九
人
が
競
い
合

い
ま
し
た
。

ス
タ

ー
ト
地
点
か
ら

下
流
百
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
が

一
番
の
難
所
で
、

当
日
は
、
水
量
も
多
く

急
流
で
筏
が
座
礁
す
る

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た

が
全
員
ケ
ガ
も
な
く
無

事
に
終
わ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

選
手
、
役
員
、
応
援

の
み
な
さ
ん
大
変
、
お

つ
か
れ
様
で
し
た
。
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青空に向かってスター ト

七
月
十
六
日
（
日
）
に
風
の
博
物
館

（
風
乗
り
広
場
）
を
会
場
と
し
て
第
二

回
紙
飛
行
機
大
会
が
開
催
さ
れ
風
の

博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
飛
行
機
キ
ッ

ト
を
参
加
者
自
ら
が
組
み
立
て
て
も

ら
い
、
澄
み
ぎ
っ
た
青
空
に
向
か
っ

て
暑
さ
に
も
負
け
ず
カ
一
杯
飛
ば
し

競
技
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。
競
技
内
容
は
、
紙
飛
行
機
を
手
で

投
げ
た
り
補
助
道
具
と
し
て
ゴ
ム
を

利
用
し
て
投
げ
る
な
ど
、
飛
ば
し
て

か
ら
着
地
す
る
ま
で
の
滞
空
時
間
を

競
う
部
門
と
飛
行
距
離
を
競
う
部
門

と
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
テ
ソ
ト
の
中
で
は
、

紙
飛
行
機
教
室
も
開
か
れ
当
日
飛
び

入
り
の
お
客
様
も
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
を

対
象
と
し
て
、
紙
飛
行
機
を
利
用
し

I
I
I
 

第2回紙飛行機大会

＊
紙
飛
行
機
大
会

成
績
結
果
＊

輪くぐりゲームは大人気

て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
輪
く
ぐ

り
・
的
入
れ

•
P
K

合
戦
な
ど
に
挑

戦
し
、
お
楽
し
み
景
品
を
手
に
し
て

肱
川
の
風
を
身
体
で
満
喫
さ
れ
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

＊
滞
空
時
間
競
技
の
部

（
手
投
げ
部
門

A
ク
ラ
ス
中
学
生
以
上
）

優

勝

15
秒

3

玉

井

優

治

12
歳
（
中
居
谷）

（
手
投
げ
部
門

B
ク
ラ
ス
小
学
生
以
下
）

優

勝

11
秒

2

沖

野

文

美

12
歳（
小
藪
）

第

2
位

8
秒

4

田

中

秀

平

6
歳
（
大
洲
市
）

第

3
位

5
秒

5

中
居
真
梨
奈

5
歳
（
上
鹿
野
川
）

康

＊
飛
行
距
離
競
技
の
部

(
A
ク
ラ
ス
中
学
生
以
上

優

勝中
野

第

2
位
谷
本

公
子

12
歳
（
共
栄

60
歳
（
共
栄

（
ゴ
ム
投
げ
部
門

A
ク
ラ
ス
中
学
生
以
上
）

優

勝

31
秒

7

谷
本
康
一

12
歳
（
共
栄
）

第

2
位

16
秒

8

藤

原

直

人

12
歳
（
道
野
尾
）

第

3
位

15
秒

7

中

野

公

子

60
歳
（
共
栄
）

（
ゴ
ム
投
げ
部
門

B
ク
ラ
ス
小
学
生
以
下
）

優

勝

33
秒
4

宮

田

大

12
歳
（
予
子
林
）

第

2
位

19
秒

9

和

気

大

9
歳
（
上
鹿
野
川
）

第

3
位

19
秒

4

森

大

地

9
歳
（
汗
生
）

さあ、飛んでけぇ…

最年少の中居真梨奈さん(5歳）

5
歳
（
小
藪
）

5
歳
（
上
鹿
野
川

大
地

第

3
位
藤

原

直

人

12
歳
（
道
野
尾
）

(
B
ク
ラ
ス
小
学
生
以
下
）

優

勝中
野

第

2
位
宮
田

第

3
位
森

合

各

賞

(
P
K
合
戦
ゲ
ー
ム

優

勝宮

田

大

藤

原

誠

第

2
位
東

直

希

滝

野

翔

太

第

3
位
中
居
優
一
郎

山

本

大

介

（
最
年
長
賞
）

中

野

公

子

（
最
年
少
賞
）

松

本

尚

也

中
居
真
梨
奈 工

晴
夫

60
歳
（
共
栄

宮
本

玉
井

上
岡

雅
文 淳

弘
侑

9
歳
（
汗
生
）

3
人
1
組
）

10
歳
（
予
子
林

12
歳
（
小
畑
井



(5)尻⑲。径l 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 靡鯛

七
月

二
十
七
日
朝
六
時
、
岩
谷
橋

を
出
発
し
ま
し
た
。
会
員
十
七
人
、

建
設
省
三
人
、
町
ダ
ム
室
三
人
、
計

二
十
三
人
で
、
行
先
は
、
島
根
県
頓

原
町
志
津
見
ダ
ム
で
す
。

こ
の
ダ
ム

は
昨
年
、
文
化
財
の
関
係
で
視
察
を

し
て
い
る
ダ
ム
で
す
が
、
そ
の
時
参

加
さ
れ
た
会
員
よ
り
、
「
志
津
見
ダ

ム
の
視
察
研
修
を
も
う

一
度
行
っ
て
、

よ
り
深
く
勉
強
し
た
い
。
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
事
業
計
画
に
取
り
入
れ

て
、
今
回
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

現
地
到
着
午
後

二
時
、
直
ぐ
に
研

修
会
が
始
ま
り
、
志
津
見
ダ
ム
か
ら

は
、
同
盟
会
委
員
長
、
建
設
省
二
人、

頓
原
町
役
場
三
人
の
方
々
に
ご
出
席

を
頂
き
ま
し
た
。
概
要
は
、
重
力
式

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、
堤
高
八
五
・

五

m
、
堤
頂
長
三
三

0

m
、
総
貯
水

容
量
五
、

0
六

0
万
面
で
、
目
的
は
、

洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の

維
持
・
工
業
用
水
で
あ
る
。
①
用
地

補
償
関
係
（
イ
）
補
償
物
件
の
内
容

は
、
移
転
家
屋
九
七
戸
、
宅
地
八
・

四
五

ha
、
田
畑
六
九
ha
、
山
林

二
八

三
ha
、
原
野
そ
の
他

二
o
h
a
、
道
路

三
一

・―
―-km
と
な

っ
て
い
る
が
、
補

償
は
九
七
％
終
わ
っ
て
い
る
。
（
口
）

補
償
基
準
の
作
成
〔
地
目
、
等
級
〕

（
ハ
）
税
対
策
の
対
応
。
②
生
活
再
建

対
策
（
イ
）
代
替
地
に
つ
い
て
は
、

土
地
開
発
公
社
が
宅
地
を
、
建
設
省

が
道
路
、
農
地
、
水
路
を
対
応
し
た
。

（口

）
生
活
再
建
資
金
は
、

S
六

0
年

十
二
月
現
在
で
、
百
二
十
四
人
の
方

が
利
用
さ
れ
た
。
（
ハ
）
協
力
感
謝
金

を
、
受
益
者
側
と
島
根
県
に
対
し
て
、

利
益
の
還
元
、
精
神
的
苦
痛
代
償
と

し
て
要
求
し
た
。

③
ダ
ム
関
係
の
地

元
組
織
は
、
四
つ
あ
り
、
そ
の
中
の

最
大
組
織
で
あ
る
「
志
津
見
ダ
ム
対

策
同
盟
会
」
が
終
始
他
の

三
組
織
を

リ
ー
ド
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
会

員
七
十

二
人
（
全
員
地
権
者
）
内
移
転

者
六
十
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

四
組
織
で
補
償
交
渉
委
員
会
が
組
織

化
さ
れ

「
振
典
計
画
の
完
了
を
も
っ

て
解
散
す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
詳
し
＜
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ア

ク
ソ
ダ

ニ

次
に
、
現
地
説
明
で
阿
丹
谷
団
地
、

岡
田
団
地
、
神
社
を
見
学
し
ま
し
た
。

水
没
移
転
は
、
完
了
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
新
築
の
家
で
新
し
い
生
活
が

始
ま
っ
て
い
た
。

一
区
画
平
均
三
〇

0
坪
で

三一

区
画
整
備
。
道
路
は
団

地
に
接
し
て
い
る
所
だ
け
が
完
成
し

て
お
り
、
団
地
が
現
在
利
用
し
て
い

る
の
は
仮
設
道
路
で
、
順
次
、
橋
・

道
路
の
整
備
が
進
む
話
で
し
た
。
団

地
の
中
に
は
、
憩
い
の
広
場
が
あ
り
、

小
川
も
流
れ
花
も
植
え
ら
れ
、
生
活

環
境
も
充
分
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
員
か
ら
は
「
も
っ
と
自
然
を
残
し

た
田
舎
風
の
団
地
が
欲
し
い
」
と
の

声
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
だ
と
い
え

ま
す
。
終
わ
り
に
こ
の
視
察
を
ご
計

画
い
た
だ
い
た
、
建
設
省
、
町
ダ
ム
対

策
室
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山
鳥
坂
ダ
ム
水
没
者
地
権
者
協
議
会

冨

永

清

輝

お

知

ら

せ

「
岩
谷
の
自
然
を
守
る
会
」
が
、

八
月
三
日
の
総
会
で
「
山
鳥
坂

ダ
ム
対
策
協
議
会
」
に
名
称
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

参議院議員選挙

7月23日に行われた参議院議員選挙は前

回の投票率に比べ、 1.41パーセソトの伸び

となりました。なお、選挙の結果は下記の

とおりです。

選挙結果 投票率

当日有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

選挙立候補者別得票数

（肱川町開票区開票所）

（候補者名）

池田おさむ

塩崎やすひさ

中川悦良

73.29% 

2,662人

1,951 

1,912 

39 

（得票数）

427票

1,423票

62票

九
月
に
入
っ
て
、
い
よ
い
よ
台
風

シ
ー
ズ
ソ
の
到
来
で
す
。

台
風
に
備
え
て
各
家
庭
で
は
、
風

で
テ
レ
ビ
ア
ソ
テ
ナ
が
倒
れ
た
り
、

看
板
や
ト
タ
ソ
板
な
ど
が
飛
ば
な
い

か
、
点
検
し
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛

ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
か
か
っ

た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
家
の
廻
り
も
点
検
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯

の
準
備
、
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
切
れ
た

電
線
や
垂
れ
た
電
線
に
は
触
れ
な
い

よ
う
に
し
て
、
電
力
会
社
へ
連
絡
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
四
国
電
力
大
洲

営
業
所
内
（
大
洲
出
張
所
）

6

二
三
ー
五

0
―
二



尻⑲。額l 教養を高め 文化のかおるまちをつくります

①最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

②最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

③最後に加入していた年金制度が共済組合の場合

加入していた年金制度請求する年金 請求先

［巳三三声11国民年金十厚生年金I@面豆至五
② 国民年金＋共済

L口三三□□和
「三”
二三戸声□直
※印の特別支給の退職共済年金は、共済組合への請求
となります。

注）国民年金の期間のある人は、 65歳になった時、老齢
基礎年金の手続きが必要です。

■年金の支払月は2月・4月・6月・8月・10月・12月

受
給
資
格
期
間
の
あ
る
人
が
、
六

十
歳
あ
る
い
は
六
十
五
歳
に
な
る
と

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す。

二
つ
以
上
の
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
た
人
は
、
最
後
に
加
入
し
て

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
先

（町民憲章） 」尻＠。劉 (6) 

す
べ
て
の
年
金
は
、
受
け

ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
本

人
の
請
求
が
な
け
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
市
区
町
村
役
場
や
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
に
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

二
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
た
こ

と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会

保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

加入していた
年金制度

国民年金に
のみ加入して
いた人、

厚生年金に
のみ加入して
いた人

共済組合に
のみ加入して
いた人

請求する年金

一

請求先
い
た
年
金
制
度
に
よ
っ

て
請
求
先
が

ち
が
い
ま
す
。

年
金
の
請
求
先

加
入
し
て
い
た
年

[
 

高齢者の人権問題に関する

12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者 人権擁護委員
法務局職員

主 催 松山地方法務局
愛媛県人権擁護委員連
今今

［コ工文

後 援

高齢者の扶養，介護，

独居社会参加等高齢

者の人権問題に関する

あらゆる相談
（無料・秘密厳守）

平成7年9月13日（水）
午前9時～午後9時

フリーダイヤル

0120-025-550 

愛媛弁護士会

弁護士

ス
ト
レ
ス
と
は
「
外
か
ら
の
体
に

対
す
る
刺
激
」
の
こ
と
で
す
。

ゴ
ム
マ
リ
は
使
わ
な
い
と
朽
ち
て

き
ま
す
。
適
度
に
使
っ
て
刺
激
（
ス

ト
レ
ス
）
を
与
え
た
方
が
人
の
役
に

立
つ
し
、
長
持
ち
も
し
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
激
し
い
使
い
方

（
ス
ト
レ
ス
の
強
す
ぎ
）
は
ゴ
ム
を
傷

め
ま
す
。

押
さ
え
て
も
弾
力
で
跳
ね
返
っ
て

く
る
間
は
大
丈
夫
で
す
。
跳
ね
返
っ

て
こ
な
く
な
る
と
、
ス
ト
レ
ス
に
負

R
 
R
 

①
 
C) 
①
 R
 
Q
 
◎
 
ス
ト
レ
ス
の
正
体
は
？
幼児期における過保謹・過干渉は、
世の中に自主的に対応していく能力
の育成を妨げる。その結果、大人に
なっても神経質でストレスに弱くな
る傾向が見られる。

け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

恐
ろ
し
い
こ
と
に
出
合
っ
て
心
臓

が
ド
キ
ド
キ
し
て
も
、
そ
の
恐
ろ
し

い
こ
と
が
去
れ
ば
元
に
戻
る
な
ら
普

通
で
す
。

そ
れ
が
、
い
つ
ま
で
も
ど
う
ぎ
が

止
ま
ら
な
い
で
長
く
続
く
と
な
れ
ば

ス
ト
レ
ス
病
で
す
。

人
間
は
適
度
の
ス
ト
レ
ス
は
体
を

鍛
え
て
強
く
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
体
を
慣
ら
せ
ば
よ
い

わ
け
で
す
。

神
経
質
型
、
几
帳
面
型
、
勝
ち
気

型
、
な
ど
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す

い
タ
イ
プ
で
す
。

過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
自
律
神
経
の

調
子
を
狂
わ
せ
て
自
律
神
経
失
調
症

に
な
り
ま
す
。

世
の
中
が
、
め
ま
ぐ
る
し
く
な
り

今
は
「
ス
ト
レ
ス
時
代
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
「
ス
ト
レ

ス
に
強
く
な
る
生
活

の
し
か
た
」
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

事来出る見で真

7
/
1
1

元
気
印
教
室

写

（

あ

さ

が

お

作

り

）

の月今

7
/
1
0

リ
ハ
ビ
リ
教
室

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）



(7) ti。g。捌 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 靡⑱薔

ギ

＼町
1 悪徳商法Q&A 見

本
工
事
商
法

（
モ
デ
ル
工
事
商
法
）

口
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
が
家

に
訪
ね
て
ぎ
て
、
外
壁
を

塗
り
替
え
の

必
要
の
な
い

新
製
品
の
ア
ル
ミ
サ
イ
デ
ィ

ソ
グ
に
し
な
い
か
と
勧
め

ら
れ
た
。
場
所
が
よ
い
の

で
見
本
工
事
と
し
て

三
百

五
十
万
円
の
と
こ
ろ
を

二

百
万
円
に
し
て
お
く
と
言

わ
れ
た
が
、
信
用
し
て
も

よ
い
か
。

囚`
サ
イ
デ
ィ
ソ
グ
（
外
壁
工
事
）
や

屋
根
の
ふ
き
替
え
工
事
に
多
い
商
法

で
す
。「キ

ャ
ソ
ペ
ー
ソ
中
だ
か
ら
安
く

す
る
」
、
「
お
宅
の
場
所
は
目
立
つ
の

で
、
見
本
工
事
と
し
て
や
ら
せ
て
く

お
宅
、
場
所
が
い
い

の
で
、
市
価
の
半
額

で
ベ
ラ
ン
ダ
の
見
本

工
事
を
や
ら
せ
て

く
だ
さ
い

こ
の
通
信
販
売
は
、
上
手
に
利
用

す
れ
ば
、
た
い
へ
ん
便
利
な
買
い
物

で
す
が
、
す
べ
て
の
業
者
が
良
心
的

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

大
手
パ
ソ
コ
ソ
雑
誌
に
「
パ
ソ
コ

ソ
四
ー
七
割
引
ぎ
」
と
広
告
を
出
し

て
、
代
金
を
前
払
い
に
さ
せ
、
注
文

を
無
視
し
て
商
品
を
発
送
し
な
い
と

い
う
被
害
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

他
に
も
、
会
社
の
所
在
地
を
隠
し
、

私
書
箱
に
代
金
を
払
い
込
ま
せ
た
り
、

安
売
り
と
い
う
の
に
高
額
な
入
会
金

を
要
求
す
る
悪
質
な
業
者
は
後
を
断

ち
ま
せ
ん
。

消
費
者
側
で
も
注
文
は
、
確
実
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
は
っ
き
り

と
、
商
品
名
や
型
番
を
言
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
商
品
が
届
い
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

家
に
い
な
が
ら
買
い
物
が
で
き
る
。

こ
ん
な
商
法
に
気
を
つ
け
て

（
先
に
お
金
を
払
っ
た
ら
…
）

゜
本年10月1日現在で，全国一斉に
国勢調査が行われます。
国勢調査は日本に住んでいるすべ
ての方を対象とする国の最も基本的

な統計調査です。

この調査の結果は統計としてまと
められ， 21世紀に向けた各種の計画
や福祉対策，雇用対策，住宅対策，

防災対策など，各種の行政を行うた

めの重要な基礎資料となります。
皆様のご協力をお願いします。

平成 7年

国勢調査

一総務庁統計局一

愛媛県 ・肱川町

ありのまま あなたの答えが 国の基礎

れ
た
ら
半
額
に
す
る
」
な
ど
の
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
が
使
わ
れ
ま
す
。

見
本
工
事
な
ど
実
際
に
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
大
幅
な
値
引
き
も
甘
す
ぎ

る
話
で
す
。
契
約
を
せ
か
せ
る
業
者

に
は
要
注
意
。
必
ず
見
積
り
を
と
っ

て
比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

※
上
手
に
通
信
販
売
を
利
用
す
る
に

ま
,~ 

．
値
段
（
消
費
税
の
有
無
も
）
の
確

認
・
送
料
は
い
く
ら
か

・
代
金
の
支
払
い
方
法
と
時
期

・
商
品
が
届
く
の
は
い
つ
か

,---------------------------------------------------------------------, 

i 「おかしい」と思ったら
！ すぐ消費生活相談窓口へ ； 

i 愛媛県生活センター ：
： （消費者 11 0番 ）： !(0899) 25-37001 : 

； 八幡浜地方局くらしの窓口 :(0894) 24-37001 : 

； ※お近くの市町村社会福祉協議会・民生委員・愛媛 ；
； 県消費者アドバイザーでも相談の取次ぎをします。 ： 
L ---------------------------------------------------------------------」

・
返
品
や
交
換
は
で
き
る
の
か
。

そ
の
場
合
の
条
件
、
費
用
は
、

ど
う
な
る
の
か
。

歌
が
大
好
き
。
水
遊
び
大
好

き
。
毎
日
元
気
に
遊
ん
で
ま
す
。

三
人
姉
妹
の
末
っ
子
な
の
で
、

少
し
あ
ま
え
ん
ぼ
う
な
と
こ
ろ

も
あ
る
け
ど
、
家
族
の
み
ん
な

を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
お
ち
ゃ
め

な
女
の
子
で
す
。

No.＜ぇ`”釦りプXK孔腎＞＠ • 

お父さん
勝也さん

お母さん
あけみさん

岡
本

こ

す
ず

小
鈴
ち
ゃ
ん
（
大
屋
敷
）

平
成

5
年
11
月
28
日
生

1
歳
9
か
月

川
原
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！

と
に
か
く
外
で
出
た
が
り
ま

す。
家
の
中
で
は
、
音
楽
を
掛

け
て
い
る
と
ご
き
げ
ん
で
す
。

少
し
テ
レ
屋
の
ぼ
く
で
す
が
、

よ
ろ
し
＜
！

お父さん
靖さん

お母さん
仁美さん

な
お
き

岩
田
尚
樹
く
ん
（
下
鹿
野
川
）

平
成

5
年
10
月
27
日
生

1
歳
1
0
か
月



尻＠。頷 思いやりの心を育て

今
回
は
、
地
震
に
対
す
る
対
策
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

万
が
一
地
震
に
遭
っ

た
と
ぎ、

心

構
え
と
対
策
は
万
全
で
す
か
。

も
し
ビ

ル
や
デ
パ

ー
ト

の
中
で
グ

ラ
ッ
と
ぎ
た
ら
、
ま
ず
身
を
守
る

こ

と
が
大
切
で
す
。
避
難
に
際
し
て
は
、

決
し
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
避
難
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

デ
パ

ー
ト
な
ど
で
は
、

必
ず
従
業

員
な
ど
の
指
示
に
従
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
多
数
の
人
が
出
入
り

す
る
場
所
で
は
、

地
震
そ
の
も
の
の

被
害
よ
り
、
パ

ニ
ッ
ク
に
よ
る
人
災

が
非
常
に
恐
ろ
し

い
で
す
。

避
難
に
際
し
て
は
、
落
ち
着
い
た

行
動
を
と
る
よ
う
に
心
掛
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
車
内
で

グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
座
っ
て
い
る
と

彦
は
頭
を
守
り
網
棚
か
ら
の
落
下
物

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
立
っ
て
い

る
と
き
は
急
停
車
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
吊
り
革
や
手
す
り
な
ど

に
し
っ
か
り
つ
か
ま
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

人にやさしいまちをつくります （町民憲章）

“あなたの命守りたい'’

一救急車は誰でも利用できますが、緊急性のない病気やけがで救急車を

利用すると、重症患者など本当に救

急車が必要な場合に出動できないこ

とがあります。ひとリでも多くの尊

い生命を救えるよう、救急車の正し

い利用について私たちー人ひとりが

考えたいものです。

鰯個忌 (8)

一
避
難
に
際
し
て
は
、
途
中
で
車
両

が
止
ま
っ
て
も
勝
手
に
外
に
飛
び
出

す
よ
う
な

こ
と
は
せ
ず
、

必
ず
乗
務

員
の
ア
ナ
ウ
ソ
ス
に
従
っ
て
落
ち
着

い
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

心臓や呼吸が止まったときの心臓マッサージや人工呼吸

また出血時の止血などの応急手当を誰もが身につけて頂き

たいものです。

消防署では応急手当普及のため指導員を派遣しておりま

す。職場や町内会などの行事に応急手当の講習会を取り入

れてはいかがですか。詳しいことは最寄りの消防署へお問

い合わせください。

大洲消防署
大洲消防署長浜支署

大洲消防署内山支署
大洲消防署川上支署

合 0893-24-2665
四0893-52-0154
合 0893-44-3300
四0893-34-2851

防災の日
-9月1日一

日本は、地震も台風も多い

国ですが、特に有名な関東大

震災を忘れず防災のための教

訓として生かすために、 9月

1日を「防災の日」として、 8

月30日から 9月5日までを

「防災週間」として定められて

います。

毎年この巳を中心に、防災

に関する様々な行事が行われ

ていますので、進んで参加す

るようにしましょう。

そして、より良い「防災」の

ために、これからどのような

心掛けが大切になってくるの

か、みんなで考えてみましょ

う。

毎
年
恒
例
の
夏
季
訓
練
が

今
年
は
七
月
十
六
日
（
日
）
午

前
七
時
三
十
分
か
ら
町
民
グ

，
 

ラ
ウ
ソ
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
訓
練
に
は
、
山
下
消
防

-

団
長
以
下
三
十
九
人
の
幹
部

-

及
び
新
入
団
員
が
出
動
し
ま
一

し
た
。

炎
暑
の
中
「
気
を
つ
け
」
一

「右
向
け
ー
右
」
な
ど
気
合
い

の
入
っ
た
声
を

出
し

て
の

「
号
令
調
整
」
か
ら
訓
練
が
始

ま
り
、

指
揮
者
の
号
令
の
元

一
l

統
率
の
と
れ
た
行
動
を
と
る

「
小
隊
訓
練
」
ま
で
の
消
防
に

必
要
な
基
本
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
人

工
呼
吸
法
が
行
わ
れ
団
員
の

皆
さ
ん
は
熱
心
に
実
技
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た。

--..... : 
人工呼吸法を熱心に学ぶ団員のみなさん

い
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＿
〇
社
協
だ
よ
り

社

協

会

費

納

人

の

お

願

い

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆
え
る
財
源
は
社
協
会
費
を
基
本
的
財

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
な
も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定
め
、
部

ど
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り
福
祉
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の
お
願
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
団
体
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
げ
ま
す
。
会
費
（
年
額

三
0
0円）

梅
雨
あ
け
の
七

月
十
日
、
猛
暑
の

中
、
肱
川
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、

肱
川
町
公
民
館
主

催
の
第
三
回
グ
ラ

ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
町
民
グ
ラ
ソ
ド

に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
気
温
三
十

度
を
超
え
る
炎
天

下
の
中
で
、
参
加

者
は
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。
十
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
当
初
予
想
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
他
を
引
ぎ
離
し
て
一
位
か
ら
三

位
ま
で
入
賞
し
ま
し
た
。
標
準
コ
ー

ス
は
ニ
コ
ー
ト
、
難
度
の
あ
る
コ
ー

ス
は
一
コ
ー
ト
の
合
計
二
十
四
ホ
ー

炎天Fグランドゴルフ大会
2年連続優勝大谷Aチーム
個人 1位浜田登

鰯瞬

2
6
7
0
1
1
2
3
4
5
人

，
 

6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
 ー

登
緑
茂
雄
信
コ
秋
市
義
吉
ソ

者賞入
武

算

重

ネ

茂

定

久

太

ワ

人

タ

ソ

個
田
野
保
瀬
田
永
平
井
田
川
パ

浜
沖
久

三
谷
冨
瀕
亀
稲
安
「

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
ホ

ル
の
得
点
で
勝
負
を
競
い
ま
し
た
。

各
選
手
と
も
暑
さ
を
忘
れ
、
悪
戦
苦

闘
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ホ
ー
ル

イ
ソ
ワ
ソ
が
出
る
と
、
あ
ち
ら
、
こ

ち
ら
で
大
ぎ
な
声
が
上
が
り
大
会
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
の
大
会

で
個
人
上
位
十

二
人
が
八
局
管
内
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
皆
さ

ん
、
役
員
の
皆
さ
ん
暑
い
中
を
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来

年
の
大
会
を
目
指
し
て
練
習
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
尚
、
各
チ
ー
ム
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

肱川町社会福祉協議会＇

:94)  34234 0! 
I 

第 3回グランドゴルフ大会結果

チーム名 第ーコース 第ニコース 小計 外周Jース 合計 順位

大谷 A 135 135 270 158 428 1 

小藪 A 139 140 279 192 471 2 

大谷 C 153 156 309 173 482 3 

予子林 A 139 157 296 206 502 4 

小藪 B 164 152 316 190 506 5 

予子林 B 154 158 312 195 507 6 

中央 A 153 157 310 198 508 7 

正山 B 162 171 333 177 510 8 

小藪 C 152 166 318 193 511 ， 
大谷 B 156 162 318 203 521 10 

正山 A 170 171 341 187 528 11 

右山 ／合‘ A 169 170 339 198 537 12 

岩谷 B 179 173 352 186 538 13 

予子林 c 163 177 340 200 540 14 
中央 C 177 168 345 226 571 15 

中央 B 191 184 375 200 575 16 

乱合チーム(4人） 108 114 222 126 348 

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は

戦
後
五
十
周
年
と
い
う
大
ぎ
な
節
目

の
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
に

よ
る
文
集
の
編
集
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
は
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
を

生
ぎ
抜
い
て
来
ら
れ
た
方
ば
か
り
で

文
集
編
集
の
原
稿
依
頼

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

吉
浩
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
芳
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
ぎ
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
ぎ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

和

山

口

す
。
会
員
お
互
い
生
き
抜
い
た
戦
前

戦
後
の
苦
労
な
ど
を
文
集
に
託
し
、

子
供
に
孫
に
伝
え
る
こ
と
が
大
き
な

責
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
戦
争
、
戦
後

生
ま
れ
の
者
が
大
半
を
占
め
る
今
日

こ
れ
を
読
ん
で
祖
父
・
祖
母
・
父
・

母
が
ど
ん
な
苦
労
を
し
て
き
た
の
か

今
後
の
生
活
、
教
育
な
ど
各
分
野
に

わ
た
っ
て
大
き
な
指
針
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
原
稿
を
書
い
て

い
た
だ
け
る
方
に
は
、
自
分
の
歩
ん

で
ぎ
た
道
、
郷
士
の
民
話
、
戦
争
体

験
、
戦
前
戦
後
の
苦
労
話
、
旅
行
記
、

川
柳
、
俳
句
、

詩
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
し
、
原
稿
の
枚
数
は
問
い
ま
せ

ん
の
で

一
人
で
も
多
く
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
原
稿
の
提
出
は
十

月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

心
の
コ
ン
バ
ス

今
年
も
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日

が
や
っ
て
く
る
。
年
間
の
イ
ベ
ソ
ト

で
あ
ろ
う
、
各
地
で
行
事
等
々
が
行

わ
れ
る
。
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
、
何
歳

に
な
ら
れ
ま
し
た
と
取
材
攻
勢
で
あ

る
。
こ
の
時
期
ば
か
り
は
、
お
年
寄

り
様
々
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
年
金

が
医
療
費
が
と
言
う
よ
う
に
や
っ
か

い
者
扱
い
に
す
る
、
こ
の
よ
う
な
風

潮
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

敬
老
の
日
は
、
会
社
や
学
校
な
ど

が
休
み
な
の
で
家
族
全
員
で
旅
行
、

お
年
寄
り
は
留
守
番
と
い
う
の
が
現

実
の
よ
う
で
す
。
「
老
人
と
女
性
を

大
事
に
せ
ぬ
国
は
栄
え
な
い
。
」
も
と

よ
り
そ
の
前
提
と
し
て
尊
敬
に
値
す

る
老
人
の
存
在
と
い
う
こ
と
も
大
事

で
あ
る
が
、
今
日
の
老
人
は
、
日
本

を
皆
背
負
っ
て
ぎ
て
く
れ
た
大
恩
人

で
あ
り
今
の
若
人
も
や
が
て
は
老
人

に
な
る
の
で
あ
る
。
弱
い
者
、
老
い

た
る
者
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
文
明

の
国
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
町
に
お

い
て
も
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
る
が
、

た
だ
単
に
飲
み
食
い
に
明
け
く
れ
る

の
で
は
な
く
、
昔
の
事
を
聞
い
て
お

く
、
ま
た
、
何
で
も
よ
い
話
を
し
て

気
分
を
壮
快
に
さ
せ
る
の
も
主
催
者

の
配
慮
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
だ
敬
老
の
日
だ
け
が
老
人
を

大
切
に
す
る
日
で
は
な
い
。
毎
日
毎

日
平
凡
な
生
活
の
中
で
家
庭
内
の
調

和
を
図
り
円
満
に
く
ら
す
事
が
敬
老

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
．．． 
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〗即ll共済友の会総会並びに推進大会開催／

JA肱JII共濱加の会鯰金韮措道大会 童
．
覆
．
司

翠
成
七
年
浅
目
樟

去
る
七
月
十
二
日
肱

川
町
公
民
館
に
於
い
て
、

共
済
友
の
会
総
会
と
合

わ
せ
て
推
進
大
会
を
二

百
二
十
名
の
参
加
者
に

よ
り
盛
大
に
開
催
し
た
。

来
賓
に
は
、
肱
川
町
助

H
標
「

一
十
二
饒
円
」

役
、
森
繁
氏
を
始
め
、
肱
川
町
森

林
組
合
長
、
河
野
美
治
氏
、
県
共
済

連
松
山
事
務
所
長
、
正
岡
進
氏
に

ご
出
席
を
賜
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ご
祝
辞
を
頂
き
大
会
に
花
を
そ
え
て

頂
い
た
。

先
ず
共
済
友
の
会
松
本
会
長
よ
り

``IJ 

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

あ
い
さ
つ
、
共
済
の
必
要
性
に
つ
い

て
体
験
等
を
話
さ
れ
、
続
い
て
高
額

加
入
者
五
名
に
対
し
優
績
表
彰
を
行
っ

た
。
続
い
て
鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
事
務
局
よ
り
平
成
六
年

度
事
業
報
告
を
行
い
、
引
ぎ
続
き
推

進
大
会
に
切
り
替
え
、
事
務
局
よ
り

平
成
七
年
度
計
画
に
つ
い
て
説
明
、

つ
づ
い
て
山
根
孝
夫
氏
に
よ
る
力
強

い
決
議
の
朗
読
が
有
り
、
今
年
度
目

標
二
十
二
億
円
の
早
期
必
達
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、
副
会
長
福
山
春

義
氏
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
懇

親
会
に
う
つ
り
亀
田
元
市
氏
に
よ
り

乾
盃
の
音
頭
で
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
終
了
し
た
。

”;111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111r.; 

平成 7年度事業計画

平成7年度は、新 3ヶ年計画の初年度に当り、特に本年度は地震に備えて組合員、地域住

民の建物家財の有利性を紹介し、見込者選定活動等を通した積極的な普及活動を行う。

又、 昨年度から生命総合共済の実施により、契約者一人ひとりの保障需要にあった仕組を

提供しながら推進活動を行う。厚生事業についても計画通り実施する。

重点活動目標

① 建更、 MY家財の積極的な取組み強化

② 生命総合共済の普及活動体制の取組み

屯推進方法

農協役職員友の会役員の協力を得て支所

ごとに班構成を行い全地区を一斉推進する。

支所別新契約目標

0推進期間

7月21日～8月20日（一次推進）

支 所名

本所

宇 和川

大谷

予子林

計

満期

13,534万

7,648万

5,957万

3,861万

31,000万

目標額

89,060 

57,196万

45,702万

28,042万

220,000万

f
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｀ JA住宅ローン
JAリフォームローン

（
 
JA住宅ローン ）

 
C J Aリフォームローン）

◆ご利用いただける方／満年齢が20歳以上60歳以下

で最終返済時の年齢が70歳以下の方。（親子リレー

返済の場合は除ぎます。）／勤続（経営）年数が 3

年以上の方。／原則として団体信用生命共済に加

入できる方。／その他JAが定める条件を満たし
ている方。

◆お使いみち／住宅の新築および増改築資金／土地

の購入(5年以内に住宅新築のこと）／新築・中古

住宅の購入（建売住宅・分譲マソショソ含む）

◆ご融資金額／30万円以上5,000万円以内（必要資金

の75％以内）

◆ご融資期間／ 3年以上30年以内

◆ご融資利率／変動金利型または固定金利型の、い

ずれかをご利用いただけます。

◆ご返済方法／毎月返済／毎月返済とボーナス返済

併用

◆保証／原則として保証人は不要です。／愛媛県農

業信用基金協会の保証を受けていただぎます。

◆担保／融資対象物件およびその敷地に対し第 1順

位の抵当権設定。／火災共済（保険）に第 1順位の

質権を設定します。

◆ご利用いただける方／満年齢が20歳以上60歳以下

で最終返済時の年齢が70歳以下の方。／勤続（経

営）年数が 3年以上の方。／原則として団体信用

生命共済に加入できる方。／その他JAが定める
条件を満たしている方。

◆お使いみち／既存住宅の増改築・改装・補修／宅

地内の植樹・造圏／門、塀、車庫、物置等の設置

または改良

◆ご融資金額／10万円以上500万円以内

◆ご融資期間／ 1年以上10年以内

◆ご融資利率／変動金利型または固定金利型の、い

ずれかをご利用いただけます。

◆ご返済方法／毎月返済／毎月返済とボーナス返済

併用

◆保証／原則として保証人は不要です。／愛媛県農

業信用基金協会の保証を受けていただぎます。

◆担保／不要です。

お問い合わせは
JA肱川融資課ヘ

｀ 
./A腰協愛媛県信連
住まいに関するこ＇相談はJAへ

／ 

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は

J
A

肱
川
管
理
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

J

A
肱
川
職
員
募
集
要
領

（
一
般
職
員
）

一
、
採
用
予
定
人
員

男

子

二

名

二
、
応
募
資
格

①
平
成
八
年
三
月
に
高
校
卒
業

見
込
み
の
者

②
肱
川
町
内
に
居
住
す
る
者
で

通
勤
可
能
な
者

ーニ
、
応
募
期
間

①
平
成
七
年
九
月
五
日
か
ら
九

月
十
六
日
ま
で

四
、
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

②

卒

業

見

込

証
明
書

③

学

校

成

績

証

明

書

④

健

康

診

断

書

（
学
校
医
そ
の
他
病
院
）

五
、
選
考
試
験
日

平
成
七
年
九
月
十
九
日
予
定

別
途
申
込
者
に
通
知
す
る

六

、

採

用

平
成
八
年
四
月
一
日

J
A
肱
川
で
は
、
職
員
募
集
を

左
記
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
該

当
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

⑯

⑩

⑥

R

 

平
成
八
年
度
職
員
募
集
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I口二攣□' -M：后`三rI i 
！ 

！ 
• - 9『 - -.  

！ 
-、 -- 2 ― • -—- ----ーニニ~ ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ！ 
！ 

！ ！ 
！ 、 平成7年 7月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

t 

i 県森連市況 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日乎成7年 7月17日 i 
市売数呈・980ケース 17,980kg t 

！ 平均単価 2,759円 i 
： 長さ末口径 スギ ヒノキマッ

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

i 7cm下本 361本 225本 517本 300 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l
8 cm上本 401本 300本 700本 550 こうこ 4,000 ~ ~'190 保特用大 2,800~ 3,600 弱

i 4 m l3 cm上19,500 -41,500 -18CID上18,000 t 
! 18 Cil1上17,600 _ 45,000 -4cm上25,000 t 

大 厚 4,500~ 5,300 保特用中 3,200~ 3,800 弱

! 24 cm上18000 -46,000 -30CID上40,000 中 厚 4,200~ 5,000 保特用中小 2,400~ 3,200 弱 t 
! 7cm下本 185本 136本 215本 142 中小厚 3,800~ 4,800 保特用小 2,200~ 2,800 保 ！ 
! 8cm上本 250本 250本 270本 270 小 厚 3,200~ 4,000 保大パレ 1,400~ 2,600 弱 ！ 
l 13m 

11 cm上13,4001 125,200 
13 cm上22,800 -38,900 -18叫 17,000 大ウス 3,600~ 4,500・保中バレ 1,500~ 2,800 弱 ？ 

! 18 Cil1上19,800 -38,600 -4cm上20,000 中ウス 3,600 ~ 4,700 保中小パレ l,200 ~ 2,400 弱 t 
! 24 cm上16500 - 30叫 t
! 7cm下本 80本一本 80本ー バリ材 ！ 中小ウス 3,000 ~ 3,800 保小パレ 700 ~ 1,500 弱

i 12 ml.8~ cm上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,400~3,400 保変 形 2,500~ 3,200 保 ｝ 

！ 
16 cm上10,000 -22,000 -13cm上 末口 3~7  cm) 、ジャミ 1,500 ~ 2,800 強色悪ウス 1,500 ~ 2,400 保 ， 
30 cm上 30CID上

長さ 2.0m 

! 6 m 13 cm上25,500 67,400 
どんこ大 5,000 ~ 5,600 保色悪バレ 400 ~ 1,300 弱 ！ 

! 18 Cil1上23500 61 700 どんこ中 4,300 ~ 5,400 強小粒ドソコ 1,500 ~2,000 保 ！ 
！ 特選 226,200 どんこ小 3,200 ~ 4,000 強スライス 700 ~ 1,200 弱 ！ 
！ 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 バレ系33%、格外27いと依然として並～低級品が多い 。 反面、良品の~ ! 
！ 入荷少なく買気強い。 厚肉系の出品は少なく、どんこ系を中心に強気配となった。 t 
｝ 備考桧＝全般に強気。杉＝ 3m柱強保合。 4m保合。松＝新材強気。 バレ、格外、スライスは全国的には出品が多く、弱保合となってい ！ ! ， ， るが、全体的には保合相場となった。 ！ ¥.--_______________________________________________________ _, 

去
る
八
月
二
日
ー
四
日

に
夏
場
伏
せ
込
み
現
地
研

修
会
を
実
施
し
た
。
本
年

の
新
植
ほ
だ
木
の
状
態
は

全
体
的
に
見
る
と
活
着
、

伸
長
と
も
良
好
で
、
今
後

の
管
理
に
よ
り
材
内
部
の

枯
れ
込
み
を
は
か
っ
て
優

良
ほ
だ
木
を
作
り
、
高
品

哲
茸
を
発
生
さ
せ
ま
し
ょ

う。八
本
年
新
植
ほ
だ
木
＞

①

伐

期

昨
年
秋
の
伐
期
は
、
十

月
下
旬
に
気
温
が
下
が
り

黄
葉
を
始
め
た
。
し
か
し
、

十
一
月
に
入
る
と
、
気
温

が
上
が
り
、
降
雨
の
為
水

が
上
が
り
材
に
水
分
を
持
っ

た
。
中
旬
に
黄
葉
が
進
み

下
旬
に
は
全
黄
葉
に
な
っ

た
。
よ
っ
て
、
十
月
下
旬
、

十

一
月
中
旬
に
伐
採
し
た

原
木
は
枯
れ
込
み
も
良
く

伸
長
も
良
好
で
あ
る
が
、

十

一
月
上
旬
、
十

一
月
下

旬
以
降
に
伐
採
し
た
原
木

は
生
木
状
態
の
も
の
が
多

く
、
今
後
の
管
理
に
よ
り

枯
れ
込
み
と
と
も
に
伸
長

も
進
む
と
思
わ
れ
る
。

②
ほ
だ
木
内
菌
糸
伸
長

枯
れ
込
み
の
良
い
ほ
だ

木
は
良
く
伸
長
し
、
特
に

植
菌
時
期
の
早
い
も
の
、

列
間
の
狭
い
も
の
は
ほ
だ

木
全
体
に
伸
長
し
成
績
が

良
い
。
生
木
状
態
や
枯
れ

込
み
不
足
が
長
期
間
続
く

と
、
材
内
部
の
菌
糸
伸
長

③

害

菌

昨
年
は
干
ば
つ
の
影
響
で
過
乾
と

な
り
、
ク
ロ
コ
ブ
タ
ケ
や
ニ
マ
イ
ガ

ワ
キ
ソ
の
被
害
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、

今
年
は
比
較
的
枯
れ
込
み
不
足
が
多

い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
生

害
菌
は
ゴ
ム
タ
ケ
く
ら
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
個
人
差
は
あ
る
が
、
伐
採

か
ら
玉
切
り
期
間
が
長
く
直
射
日
光

が
当
た
っ
た
ほ
だ
木
か
ら
は
、
ク
ロ

コ
プ
タ
ケ
や
ニ
マ
イ
ガ
ワ
キ
ソ
、
又
、

生
木
状
態
の
ほ
だ
木
か
ら
は
ダ
イ
ダ

イ
タ
ケ
や
キ
ウ
ロ
コ
タ
ケ
が
見
ら
れ

る
も
の
も
あ
っ
た
。

④
今
後
の
管
理

裸
地
伏
せ
込
み
の
ほ
だ
木
は
、
下

草
刈
り
を
早
急
に
実
施
し
材
の
枯
れ

込
み
を
は
か
る
。
ま
た
笠
木
の
薄
い

所
に
は
笠
木
の
補
充
を
し
、
日
中
の

強
日
、
夕
方
の
西
日
が
当
た
ら
な
い

様
に
す
る
。

林
内
伏
せ
込
み
の
ほ
だ
木
は
、
萌

芽
し
て
い
る
も
の
は
必
ず
天
地
返
し

を
行
う
。
天
地
返
し
を
す
る
こ
と
に

ほだ木内部の菌糸伸長状態

夏
場
伏
せ
込
み
現
地
研
修
会

や
腐
朽
が
遅
れ
、
ほ
だ
木
内
の
養
分

が
少
な
い
の
で
大
き
な
椎
茸
が
発
生

し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の

管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

良

合

長

場

伸

乾過

年

蒼

本

活

遅長申

合

の
遇
ヘ
の

皮

年

樹

昨

内

伏せ込み管理

〈裸地伏せ込み〉風通しを/良くする

三髯
〈林内伏せ込み〉喜
麟こ凰

生木状・萌芽・害菌の発生したほだ木は粗く積み替える

よ
っ
て
急
激
に
枯
れ
込
み
が
進
み
、

菌
糸
が
伸
長
す
る
。
風
通
し
を
良
く

す
る
こ
と
、
粗
く
組
み
替
え
る
こ
と

に
よ
り
ダ
イ
ダ
イ
タ
ケ
等
の
被
害
を

防
ぐ
。

八
昨
年
植
菌
ほ
だ
木
＞

昨
年
の
高
温
干
ば
つ
の
影
響
に
よ

り
、
ク
ロ
コ
プ
タ
ケ
や
ニ
マ
イ
ガ
ワ

キ
ソ
等
の
被
害
が
目
立
ち
、
ほ
だ
化

も
全
体
に
遅
れ
て
い
た
が
、
今
年
の

梅
雨
に
よ
り
大
、
中
径
木
を
中
心
に

や
や
軟
ら
か
く
な
っ
て
き
た
。
二
夏

起
こ
し
を
す
る
場
合
は
、
八
月
下
旬

の
夜
露
が
降
り
る
頃
か
ら
、
直
射
日

光
に
当
て
な
い
様
に
注
意
し
な
が
ら

ほ
だ
場
へ
移
動
し
、
低
伏
せ
等
に
よ

り
十
分
に
吸
水
さ
せ
、
ほ
だ
木
の
腐

朽
促
進
を
は
か
る
。

八
ほ
だ
場
の
管
理
＞

八
月
下
旬
ー
九
月
中
旬
に
か
け
て

原
期
形
成
の
準
備
を
し
て
お
き
た
い
。

廃
ほ
だ
木
の
整
理
や
古
ほ
だ
木
の
天

地
返
し
、
そ
し
て
暗
い
ほ
だ
場
は
枝

打
ち
、
間
伐
を
行
う
。
特
に
散
水
施

設
の
な
い
ほ
だ
場
で
は
、
こ
の
時
期

．．
 
の
雨
前
の
天
地
返
し
が
原
期
形
成
に

対
し
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
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⑨
⑭
@
＠
R
黛
）
程
度
）
を
灌
水
と
併
せ
て
三
ー
四
日

＿

野

菜

＿

二

三

汀

い

冒

/

‘

収

穫

開

始

後
の
約
一
ヶ
月
間
（
子
づ
る
の
収
穫

初
期
四
本
）
の
肥
培
管
理
が
重
要
で

す
。
肥
切
れ
、
水
切
れ
は
起
こ
さ
な

い
で
下
さ
い
。

親
づ
る
の
一
番
果
は
五
ー
六
節

（
地
上
三

Ocm
位
）
か
ら
着
果
さ
せ
ま

す
が
、
抑
制
栽
培
で
は
草
勢
が
強
く

な
り
す
ぎ
て
、
「
流
れ
果
」
を
多
発
さ

せ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

高
温
が
続
き
、
生
育
が
旺
盛
で
あ

れ
ば
、
下
位
節
か
ら
早
め
に
着
果
さ

せ
て
成
り
癖
を
つ
け
、
初
期
収
量
の

確
保
と
安
定
し
た
草
勢
の
維
持
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

山

下

太

司

）

定
植
後
の
管
理
に
つ
い
て

こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
抑
制
き
ゅ

う
り
の
定
植
時
期
に
当
た
る
の
で
、

今
回
か
ら
抑
制
き
ゅ
う
り
に

つ
い
て

少
し
ふ
れ
て
み
ま
す
。

抑
制
き
ゅ
う
り
の
栽
培
で
は
定
植

後
の
天
候
が
高
湿
・
長
日
で
あ
る
た

め
、
生
育
初
期
の
肥
料
効
果
が
早
く

あ
ら
わ
れ
、
茎
葉
が
徒
長
し
て
軟
弱

に
育
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

多
濯
水
は
軟
弱
徒
長
生
育
を
誘
発
す

る
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

0

灌

水

①
定
植
後
、
根
じ
め
程
度
に
株
元
灌

水
を
行
い
植
え
傷
み
を
防
ぎ
ま
す
。

②
苗
の
活
着
後
は
「
日
中
、
葉
が
し

お
れ
て
い
れ
ば
翌
朝
に
灌
水
す
る
」

程
度
に
灌
水
を
控
え
、
根
の
伸
長
を

促
し
ま
す
。

③
但
し
日
中
に
生
長
点
が
し
お
れ
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
「
芯
枯
れ
」
を
防

ぐ
た
め
、
株
元
へ
少
量
の
灌
水
を
行

う
か
、
通
路
や
空
中
に
散
水
し
て
ハ

ウ
ス
内
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
親
づ
る
の
葉
数
が
十
ニ
ー
十
三
枚

と
な
り
、
一
番
果
の
蒲
果
確
認
後
は
、

草
勢
を
見
な
が
ら
徐
々
に
灌
水
量
を

増
や
し
て
い
き
、
収
穫
が
始
ま
る
頃

か
ら
は
十
分
に
灌
水
を
行
っ
て
側
枝

の
発
生
・
果
実
の
肥
大
を
促
し
ま
し
ょ

う。0
追

肥

①
収
穫
始
め
頃
よ
り
新
芽
の
発
生
状

況
や
幼
果
の
素
質
等
を
見
な
が
ら
、

液
肥
二
号

(
-
0
a
当
た
り
一

0
k
g

＼
抑
制
き
ゅ
う
り
S

一
水

稲

―

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の
収

穫
と
乾
燥

＿
‘
刈
り
取
り
適
期
の
目
安

①
最
長
秤
の
籾
の
八
五
％
程
度
が
黄

変
し
、
穂
の
一
部
に
緑
色
の
部
分
が

残
る
頃
。

②
穂
が
出
て
か
ら
約
―
―
―
五
日
後
。

③
積
算
音
頭
が
九
五

0
,.____
1
0
五
0

℃
程
度
に
な
っ
た
時
期
（
積
算
温
度

と
は
出
穂
翌
日
か
ら
収
穫
ま
で
の
日

平
均
温
度
の
合
計
。
）

二
、
適
期
判
断
の
注
意
点

①
刈
り
取
り
適
期
と
な
っ
て
も
茎
葉

は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
る
の
で
、
籾

の
熟
れ
具
合
で
判
断
す
る
。

②
あ
き
た

こ
ま
ち
は
、
登
熟
の
そ
ろ

い
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比
べ
て
悪
い
の

で
、
収
穫
遅
れ
と
な
り
や
す
い
傾
向

が
あ
る
。
早
め
に
収
穫
す
る
よ
う
に

心
が
け
る
。

③
稲
架
干
し
を
す
る
場
合
は
、
追
熟

が
期
待
で
き
る
の
で
、
目
安
よ
り
三

日
程
早
く
収
穫
す
る
。

三
、
適
正
乾
燥
の
仕
方

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
収

穫
後
四

i
五
時
間
以
内
に
乾
燥
を
始

め
、
乾
燥
温
度
は
三
八
℃
以
下
と
し

ま
す
。稲
架
干
し
乾
燥
を
行
う
場
合
は
、

八
月
下
旬
ー
九
月
中
旬
の
高
温
期
に

長
ぐ
お
く
と
品
質
低
下
を
ま
ね
く
の

で
、
早
め
に
籾
水
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

七
i
-
0
日
間
を
目
安
に
脱
穀
し
ま

す。
仕
上
が
り
水
分
は
一
五
％
を
目
標

と
し
ま
す
。

普
通
期
水
稲
の
管
理

一
、
病
害
虫
対
策

出
穂
前
の
穂
ば
ら
み
期
に
、
秋
ウ

ソ
カ
、
食
葉
性
害
虫
、
穂
い
も
ち
病

対
策
と
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
ド
ガ
ー
ド

ラ
ブ
サ
イ
ド
粉
剤

D
L
を
一

O
a
当

た
り
四
槌
散
布
し
ま
す
。

ま
た
、
穂
が
傾
ぎ
か
け
た
頃
に
、

病
害
虫
の
発
生
に
応
じ
て
、
穂
い
も

ち
、
カ
メ
ム
シ
、
ウ
ソ
カ
対
策
と
し

て
、
ヒ
ノ
ラ
ブ
バ
イ
バ
ッ
サ
粉
剤
D

L
を
一

0
a
当
た
り
四
槌
散
布
し
ま

す。二
、
出
穂
後
の
水
管
理

出
穂
後
は
間
断
灌
水
と
し
、
根
の

活
力
維
持
に
努
め
る
。
台
風
の
接
近

が
予
想
さ
れ
る
時
は
湛
水
と
し
、
強

風
に
よ
る
萎
凋
現
象
を
軽
減
さ
せ
る
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

）

一
果
樹
の
管
理
一

<
I
J園
の
管
理

＿
‘
収
穫
管
理

今
月
下
旬
か
ら
日
向
、
丹
沢
、

4

号
等
早
生
種
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

収
穫
は
果
実
の
減
量
や
腐
敗
を
防
ぐ

た
め
午
前
中
気
湿
が
上
が
ら
な
い
う

ち
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
も
し
も
台
風
に
よ
り
果
実

が
落
果
し
た
場
合
、
成
熟
果
は
い
が

む
き
し
選
別
出
荷
で
ぎ
ま
す
が
、
未

熟
果
に
つ
い
て
は
、
果
皮
が
色
つ
き

初
め
て
い
る
品
種
の
み
日
陰
に
集
め
、

む
れ
ム
シ
ロ
で
覆
い
、
乾
燥
し
な
い

よ
う
に
毎
日
散
水
し
、

三
！
四
日
間

追
熟
し
完
着
し
た
も
の
の
み
通
常
の

も
の
と
は
区
別
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

二
、
病
害
虫
防
除

0

モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

第
3
回
の
成
虫
が
八
月
下
旬
か
ら

孵
化
産
卵
を
始
め
ま
す
。
晩
生
種
を

中
心
に
防
除
を
実
施
し
ま
す
。
薬
剤

は
エ
ル
サ
ソ
（
乳
）
、
パ
ー
マ
チ
オ
ソ

（
水
）
各
一

0
0
0倍
を
散
布
し
ま
す
。

三
、
台
木
つ
く
り
用
く
り
の
保
存

台
木
を
作
る
た
め
の
果
実
を
こ
の

時
期
に
確
保
し
ま
す
。
採
取
す
る
果

実
は
品
種
特
定
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
ぎ
さ
は
、
初
期
生
育
を
考
え

る
と

L
|
M
ク
ラ
ス
の
大
き
さ
の
果

実
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

保
存
法
と
し
て
は
、
少
量
で
あ
れ

ば
、
ボ
リ
袋
に
入
れ
て
、
密
封
し
冷

蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。
冷
蔵

庫
に
入
ら
な
い
量
の
場
合
は
、
ネ
ッ

ト
に
入
れ
て
排
水
の
い
い
士
中
に
入

れ
て
お
き
ま
す
。
年
明
け
後
は
堀
上

げ
る
時
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
（

一
月

下
旬
）
注
意
し
ま
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

青

菊

池

明

）

9
月
5
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
6
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
7
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
12
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
13
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
14
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
19
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
20
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
21
日
（
木
）
宇
和
JI
南
方
面

9
月
26
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
27
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
28
日
（
木
）
大
谷
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

9
月
1
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

9
月
5
日
（
火
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

9

月
7

日
（
木
）
藤
野
原
•
町

9
月
9
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

9
月
12
日
（
火
）
久
保

9
月
14
日
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

9
月
16
日
（
士
）
広
常
・
影
地

9
月
18
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

9
月
20
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

9
月
22
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

9
月
25
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

9
月
27
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

9
月
29
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

9
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

9
月
18
日
（
月
）
宇
和
川
方
面

9
月
醤
油
配
達
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子供民謡輪の会「今宵音頭」

1, 

子供民謡輪「盆踊り」

• — で口 t̀r―

「風陣太鼓」

八
月
五
日
、
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
の

一

つ
と
し
て
、
文
化
協
会
文
化
グ
ル
ー
プ

発
表
会
を
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
い
ま
し

こ。f
 当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
の
発
表
で

し
た
が
、
ま
だ
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
は
暑

く
発
表
す
る
の
も
、
一
苦
労
で
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
子
供
民
謡
輪

の
会
十
三
名
に
よ
る
可
愛
い
踊
り
発
表
、

太
鼓
ク
ラ
ブ
七
名
に
よ
る
「
風
陣
太
鼓
」
、

会
長
の
河
野
美
治
さ
ん
と
副
会
長
の
松

本
金
次
郎
さ
ん
に
よ
る
剣
舞
の
発
表
の

後
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
の
発
表
と
な
り

ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
発
表
に
は
、
町
内

の
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

大
洲
市
や
内
子
町
、
河
辺
村
か
ら
も
参

加
者
が
あ
り
、
十
五
名
に
よ
る
熱
演
が

く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中

文
化
グ
ル
ー
プ
発
表
会

ーロ
ー|

|
_い

)

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

t
 、3u

ぅ
‘
)。

編集•発行

肱 川町 公民館
B (0893) 34-2307 

最
優
秀
賞

優

秀

賞

熱

演

賞

努

力

賞

に
は
ス
テ
ー
ジ
衣
装
持
参
の
方

も
い
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
の
入
賞
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。麓

勝

さ

ん

和

気

節

子

さ

ん

大
塚
喜
代
春
さ
ん

子
茂
田
清
子
さ
ん

久

保

春

好

さ

ん

（
河
辺
村
）

川上地区小学校水泳大会

～力泳に好記録続出～

川
上
地
区
（
肱
川
町

・
河
辺
村
）

小
学
校
水
泳
大
会
が
七
月

二
十
五

日
、
肱
川
町
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
町
内

の
小
学
校
の
中
で
予
選
会
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
喜
多
郡
大
会
で
し
た
が
、

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、

町
内
と
河
辺
村
の
小
学
校
児
童
一

五
二
名
が
参
加
し
て

の
大
会
と
な

り
ま
し
た
9

当
日
は
朝
か
ら
陽
ざ
し
が
強
く
、

子
供
た
ち
は
、
暑
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、
練
習
で
ま
っ
黒
に
日
焼
け

し
、
白
い
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が

ら
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
応
援
に
来
ら
れ

て

い
る
人
た
ち
は
、
日
陰
を
求
め
、

子
供
た
ち
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。



(15) tl。⑲。⑳ 斜国證涸 鯛瞬

-’,'国王皇一
奥
州
藤
原
氏
の
滅
亡
後
、
北
条
氏

ー

ア

イ

ヌ

民

族

の

叙

事

詞

ー

支

配

下

の

安

東

氏

が

津

軽

地

方

の

実

ア
イ
ヌ
は
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
権
を
握
り
、
徐
々
に
和
人
が
北
海
道

主
と
し
て
政
治
支
配
者
た
ち
に
よ
っ
に
渡
り
、
交
易
を
す
る
よ
う
に
な
り

て
民
族
的
・
階
級
的
・
政
治
的
・
文
ま
し
た
。
後
に
、
領
地
争
い
に
敗
れ

化
的
な
面
で
差
別
さ
れ
て
ぎ
ま
し
た
。

た
安
東
氏
の

一
部
も
道
南
に
移
住
し

「
単
一
の
民
族
に
よ
る
歴
史
」
と
い
う
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
道
南
を
支
配

従
来
の
歴
史
は
、
ア
イ
ヌ
や
そ
の
他
し
た
の
は
、
蠣
崎
氏
、
そ
の
養
子
に

の
小
数
民
族
を
無
視
し
た
歴
史
で
す
。

な
っ
た
松
前
氏
の
祖
、
武
田
信
広
で

だ
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
和
人
の
圧

と
は
、
差
別
を
史
実
と
し
て
受
け
止
迫
は
し
だ
い
に
ぎ
び
し
い
も
の
と
な

め
、
新
し
い
日
本
史
像
を
創
造
す
る
り
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ソ
の
乱
が
お
き
ま

ぎ
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
し

か

し

、

す

。
し
か
し
、
謀
略
で
ア
イ
ヌ
の
抵

ア
イ
ヌ
の
歴
史
は
、
口
伝
え
に
よ
る
抗
を
お
さ
え
つ
け
、
ま
す
ま
す
支
配

も
の
で
あ
る
た
め
判
ら
な
い
こ
と
の
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
武
田
慶
広

方
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
は
秀
吉
に
謁
見
し
、
次
い
で
家
康
か

ア
イ
ヌ
は
北
海
道
・
樺
太
・
千
島
ら
松
前
藩
と
し
て
徳
川
幕
藩
体
制
に

だ
け
で
な
く
本
州
東
北
部
に
も
住
ん
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

で
い
ま
し
た
。
縄
文
期
・
擦
文
期
を
当
時
、
北
海
道
は
稲
作
が
で
ぎ
ず
、

経
て
、
こ
の
北
海
道
先
住
民
族
は
、
幕
藩
体
制
下
の
松
前
藩
は
、

「
無
高

豊
か
な
自
然
の
中
で
狩
猟
・
漁
労
を
大
名
」
と
言
わ
れ
る
田
地
の
な
い
特

主
と
し
て
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
別
な
地
域
で
し
た
。
他
の
大
名
の
よ

た
。
紀
元
前
千
三
百
年
か
ら
八
百
年
う
に
、
百
姓
か
ら
年
貢
米
を
取
れ
な

の
約
五
百
年
問
、
侵
入
者
で
あ
る
北
い
た
め
、
異
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の

方
の
渡
来
異
民
族
を
共
同
の
敵
と
し
生
活
を
破
壊
す
る
よ
う
な
政
策
を
と

て
、
ア
イ
ヌ
の
部
族
連
合
が
一
致
団
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
は
物
々

結
し
、
民
族
の
興
亡
を
賭
け
て
戦
い
交
換
の
形
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
だ

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
大
事
件
を
、
ま
し
や
暴
力
で
不
当
な
利
益
を
上
げ

後
に
回
顧
し
て
歌
い
上
げ
た
民
族
的
ま
し
た
。
交
易
の
独
占
、
商
人
や
砂

な
大
叙
事
詩
が
ユ
ー
カ
ラ
な
の
で
す
。
金
ほ
り
の
税
で
繁
栄
し
て
い
き
ま
し

と
こ
ろ
で
今
回
は
、
北
海
道
ア
イ
た
が
、
諸
藩
と
の
交
易
で
い
っ
そ
う

ヌ
と
和
人
（
移
住
し
た
日
本
民
族
）
と
利
益
を
上
げ
る
た
め
「
場
所
制
度
」
を

の
か
か
わ
り
の
面
で
要
点
を
取
り
あ
設
け
て
、
ア
イ
ヌ
か
ら
し
ぽ
り
と
る

げ

る

こ

と

に

し

ま

す

。

政

策

を

と

り

ま

し

た

。

（

続

く

）

子
ど
も
人
権
委
員
が

で
き
ま
し
た

川
柳
を
作
る
に
は
、
例

ヽ
~

2
3
)
え
ば
「
空
」
と
題
が
出
さ
れ

会
た
と
す
る
と
字
引
に
よ
り

（
 

岡

園

空

を

引

い

て

見

る

と

）
天
空
、
大
空
、
空
中
、

入

凸

ェ

模

様

、

旅

の

空

、

故

郷

の
空
、
空
合
い
、
空
附
、

つ
空
色
、
う
そ
ぶ
く
、
空
惜

抑
lJ

闊

～

し

み

、

空

恐

ろ

し

い

、

空

覚
え
、
空
聞
ぎ
、
空
言
、

空
事
、
空
死
に
、
空
々
し
い
、
空
だ

き
、
空
頼
み
、
空
解
け
、
空
惚
け
る
、

空
泣
き
、
空
涙
、
空
似
、
空
音
、
空

寝
、
空
聡
ず
か
し
い
、
空
誉
め
、
空

豆
、
空
耳
、
空
目
、
空
夢
空
笑
い

と
言
う
よ
う
に
、
空
の
字
の
入
っ
た

言
葉
が
多
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。そ

う
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉

の
意
味
を
調
べ
て
、
そ
の
意
味
を
よ

い
じ
め
は
、
大
人
の
目
に
つ
ぎ
に
く

い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
自
殺
な
ど
重
大
な
結
果
を
招
く
例

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
師
に
よ
る
体
罰
や
、
親
に

よ
る
子
ど
も
虐
待
な
ど
の
問
題
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
法
務
省
で
は
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
を
専
門
に
扱
う
「
子
ど
も

人
権
委
員
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
の
子
ど
も
人
権
委
員
は
、
次

の
方
で
す
。
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
引
出
す
よ
う
な
表
現
に
よ
り
、
句

を
仕
立
て
る
、
こ
の
方
法
は
初
心
者

は
元
よ
り
ベ
テ
ラ
ソ
と
言
わ
れ
る
方

も
取
る
方
法
で
あ
る
。

空
と
言
う
題
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

空
ば
か
り
眺
め
て
い
た
の
で
は
、
巾

の
広
い
、
人
が
気
の
つ
き
に
く
い
句

は
中
々
浮
か
ん
で
こ
な
い
。

字
引
の
お
か
げ
で
、
空
寝
と
か
、

空
涙
と
か
、
空
耳
と
か
、
空
目
と
か

い
ろ
ん
な
言
葉
を
知
る
事
が
出
来
、

人
と
一
味
ち
が
っ
た
句
が
出
来
る
。

空
涙
と
は
、
う
そ
泣
き
の
事
、
悲

し
く
も
な
い
の
に
流
す
涙
と
な
っ
て

い
る
。
す
る
と
こ
ん
な
句
が
出
来
な

い
だ
ろ
う
か
。

空
涙

―
つ
落
と
し
て
聞
き
上
手

人
の
愚
痴
話
を
聞
い
て
上
げ
て
い
る

句
に
な
ら
な
い
か
、
ご
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

下
さ
い
。

菊
池
昭

三
郎
さ
ん
（
下
石
丸
）

電

話

三
四
I

三
ニ
ニ
四

英
語
教
室

た
だ
〈
ラ
猛
練
習
中

十

一
月
二
十
六
日
の
発
表
に
向
け
て
、

み
な
さ
ん
セ
リ
フ
を
暗
記
中
で
す
。
ほ

ぼ
完
璧
に
覚
え
て
い
る
人
か
ら
、
？
マ

ー

ク
の
付
く
人
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
み
ん

な
や
る
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
動
作

の
練
習
に
入
り
、
ま
す
ま
す
大
変
で
す
。

忙
し
い
中
教
室
に
集
ま
っ
て
や
る
気
に

な
っ
て
ま
す
。

？
乞
う
ご
期
待
？

•
昭
和
二
十
年
夏

3

「
ウ
ー
ウ
ー
」

~
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。

~
そ
の
直
後
、
肱

川
村
の
上
空
を

~
西
か
ら
南
東
へ
黒
っ
ぽ
い
グ
ラ

[

マ

ン

戦

闘

機

や

銀

色

の

B
2
9
爆

[

撃

機

が

飛

来

し
不
安
な
時
を
過

ご
す
。

"

八

月

六

日

、

広

島

へ

新

型

の

~
爆
弾
（
原
爆
）
が
落
と
さ
れ
、
五

・

十

年

間

は

草

も

木

も

生

え

な

い

~
と
聞
か
さ
れ
る
。

i

八
月
十
五
日
、
河
辺
川
で
近
所
の
子
供

~
た
ち
十
数
人
と
遊
ん
で
い
た
。

正
午
過
ぎ
、

~
隣
の
娘
さ
ん
が
田
の
畔
を
走
っ
て
く
る
と
、

．
 

~
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
「
日
本
が
戦
争
に

i

敗
け
た
ん
と
：
今
、
ラ
ジ
オ
で
放
送
が
あ
っ

~
た
け
ん
：
．
」
そ
れ
は
玉
音
放
送
で
あ
っ
た
。

~
五
十
年
前
、
少
年
だ
っ
た
自
分
の
体
験
で

~
あ
る
。
中
国
へ
従
軍
さ
れ
た
人
は
次
の
話

~
を
さ
れ
た
。
「
部
隊
で
昼
夜
行
軍
を
す
る

i

と
、
水
筒
の
水
も
飲
み
干
し
て
カ

ラ
カ
ラ

~
に
喉
が
渇
く
。
や
が
て
水
溜
り
に
出
会
う
。

~
最
初
は
澄
ん
で
い
た
水
も
何
十
人
も
が
飲

~
み
始
め
る
と
、
す
ぐ
に
泥
水
に
変
わ
る
。

~
誰
も
が
そ
れ
を
ガ
ブ
ガ
ブ
と
飲
む
。
そ
の

~
後
で
皆
下
痢
をして
難
儀
を
し
た
も
ん
よ
」

~
戦
争
に
行
か
れ
、
鮮
烈
な
記
憶
の
あ
る

~
方
達
も
今
は
高
齢
者
に
な
っ
てこ
ら
れ
た
。

~
健
在
な
う
ち
に
、
戦
争
の
体
験
を
綴
っ
て

~
文
集
を
つ
く
ら
れ
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

~
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る
の
は
ほ
と
ん
ど

~
町
外
の
方
の
話
で
あ
る
。
青
年
や
子
供
達

．
 

~
に
と
っ
て
、
家
族
や
町
内
の
人
の
話
の
方

~
が
身
近
で
あ
る
。
戦
争
と
い
う
悲
惨
な
歴

~
史
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
お
き
た
い
。
戦

~
後
五
十
年
目
を
迎
え
た
八
月
、
お
年
寄
り

~
の
皆
さ
ん
へ
の
提
案
で
あ
る
。

［ーファインダー履豆
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ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

（
京
子
・
バ
ソ

ト
ッ
ク
邦
訳
）

ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ラ
イ
ー

肱
川
町
が
毎
年
行
う
花
火
大
会
は
、

本
当
に
見
事
な
も
の
で
す
。
山
々
に

か
こ
ま
れ
た
鹿
野
川
の
谷
間
で
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
光
と
色
の
爆
発
は
、

と
て
つ
も
な
く
巨
大
で
、
周
囲
の
山
々

に
こ
だ
ま
す
る
音
は
、
恐
ろ
し
い
程

の
迫
力
で
す
。
日
本
各
地
で
沢
山
の

花
火
大
会
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
私

見
に
よ
れ
ば
、
肱
川
の
花
火
大
会
ほ

ど
印
象
深
い
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ

ん
。
八
月
に
訪
ね
て
く
れ
る
友
人
達

も
皆
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

花
火
は
、
暑
い
最
中
に
、
人
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
人
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
、
夏
の
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
手
助
け

を
し
て
く
れ
ま
す
。
夜
空
に
ひ
ろ
が

る
大
き
な
火
の
花
を
み
て
い
る
と
、

気
分
が
浮
き
浮
き
し
て
き
て
、
仕
事

や
、
気
候
の
大
変
さ
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

自
然
界
で
も
ま
た
、
天
然
の
花
火

シ
ョ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
よ
く

晴
れ
た
夜
空
で
は
、
時
と
し
て
、
流

れ
星
の
素
晴
ら
し
い
天
体
｀
ソ
ョ
ー
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
冬
に

は
、
星
や
天
の

川
が
は
っ
き
り
と
輝

い
て
見
え
る
の
で
、
そ
の
光
り
で
本

が
読
め
る
ほ
ど
で
す
。
肱
川
の
よ
う

な
田
舎
で
、
空
気
の
ぎ
れ
い
な
と
こ

花

火

と

蛍

ろ
で
は
特
に
そ
う
で
す
。
人
々
の
密

集
し
た
大
都
会
で
は
、
視
界
が
ぽ
や

け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
無
理
な
相
談
で
す
。

今
年
(
-
九
九
五
）
、
私
は
小
藪
渓

谷
で
無
数
の
蛍
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
迄

こ
れ
程
多
く
の
蛍
を
一
か
所
で

同
時

に
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
匹

か
は
家
の
窓
の
す
ぐ
近
く
迄
寄
っ
て

来
て
、
ま
る
で
私
に
何
か
話
し
か
け

る
様
に
光
を
点
滅
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
も
の
は
空
の
闇
に
消
え
、
星
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
え
、
も

し
か
し
た
ら
、
彼
ら
は
、
こ
の
小
さ

な
平
和
な
世
界
へ
落
ち
て
き
た
星
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
自
然
の
光
の
シ
ョ

ー
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
日
で
は

こ
れ

ら
は
大
変
貴
重
で
す
。
私
達
は
自
然

環
境
の
保
護
に
で
き
る
限
り
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ー
そ

の
美
し
さ
が
永
遠
に
消
滅
す
る

iIJ
こ。

日
口

l

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー
バ
ン
ト
ッ
ク
で
す
⑦

～購入図書案内～

0フオレストガンプ
（著 ）ウィンストン・グルーム

0生きるための言葉
（著 ）ポー）レ・牧

0失敗しないダイエット
（著）東畑朝子

〇ぷ、たり

（蓉 ）赤川次郎

0空飛ぶポラ
（著 ）和田良窒

0確立2/2の死
（著 ）島田荘司

0愛媛の昆虫

（著 ）田辺秀男

ぜひ読んで下さい。

また希望する図書があれば公民

館へお知らせ下さい。

五
月
八
日
か
ら
開
幕
し
た
第

二
十
三

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
も
、

I
部

II
部
合
わ
せ
て

二
十

一
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
、
全
百
試
合
の
日
程
を
無
事
終

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
結
果
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
予
子
林
V
4
逹
咸
！
（
I
罷
リ
ー
グ
）

了
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
た
に
ニ
チ
ー
ム
が
加
わ

り
、
熱
戦
接
戦
の
続
き
で
し
た
が
八
月

七
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
様

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

I
部

は
ヤ
ソ
グ
予
子
林
が
、

II
部
は
下
鹿
野

川
セ
・
リ
ー
グ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

f

九
月
の
行
事
予
定

九
月

三
日
日
曜
日
午
前
九
時
よ
り
、

995
ス
ボ
レ
ク
郡
大
会
が
、
五
十
崎

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
種
目
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー

ル
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、

バ
ド
ミ
ソ

ト
ソ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

雨
天
の
場
合
、
翌
週
に
な
る
種
目
も

・
門

ま

す

の

で

ご

注

意

下

さ

い

。

＼
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喜多郡ソフトボールR
唸バドミントン大会

in五十崎
7月30日（日）＊バドミントンの部＊

団体で3位

個人で女子の部3位でした。

R⑧)⑭）と）⑨＠R@R⑥)
参加された方々に少しずつコメントを書いて

いただいております。ご覧下さいませ。

その日のバドミント
ン大会、とにかく熱い。
外はカリカリの日照り、
体育館内はモアモア熱気、
試合中は風が来るから戸
が開けられなかったもん
で、気が遠くなる＜らい
熱かった！
りえ

― 
青年団だより

あの蒸し暑いお
外が、恋しかったこと恋
しかったこと・。とにかくバ
ドミントンは夏にするもんじゃ
あない。 ！ 
この素人とダプルスを組ん
だ殿方のお二人、倍に汗をか
いたことでしょう。皆さん
お疲れ様でした。

あや

こんなに体力がなかっ
たとは．。多少は覚悟
していたものの、まさかこ
れほどとは。情けなかった
けど、体重も減ってたから、
まあいっか。

ゆみこ

なお、肱川は行事のため、ソフトポールには出場できませんでした。

来年こそは、みなさんの協力を得て、参加できるようにしたいですね。

小人数でしたが、参加していただいた方々どうもあリがとうございました。

s
 
u
 

毎
巳
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
令
月
は
、
夏
祭
り
、
ダ
ム
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル

e
t
c

た
く
さ
ん
行
事

印
編
集
あ
と
ば
な
し

□

〗:：三9ac加e
が
行
わ
れ
、
み
な
さ
ん
大
変
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
た
お
盆

を
迎
え
、
楽
し
い
巳
々
は
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
に
は

十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

私のカワイイ車は、誰でも知っている

SUZUKIのWORKSです。黒とシル

バーのツートンの車です。

軽自動車でもターポ付きなのでちょこっ

と速いですが、安全運転公 by iunko 
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月 の

⑮レ⑮営

行事予定
； 

1 肱川町防災の日 19 農業委員会

3 スボレク'95喜多郡大会（五十崎町） 20 町老人クラブ奉仕作業

4 民生委員会 21 定例部落長会

5 行政相談 24 県高校新人ボート地区大会

5 • 20 心配ごと相談 26 明老大学

2~6 肱川中学校修学旅行 26 町議会9月定例会

15 ：敬老行事 28 税金等出張受入れ

9 /21~30 秋の全国交通安全運動

9月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

3 日 佐々木整形外科医院 43-0101 
（五十崎町）

（日）
沢井耳鼻科医院 24-2510 
（大洲市中村）

10日 松本整形外科 44-5533 
（内子町 17区）

（日）
沢井小児科医院 24-7530 
（大洲市中村）

15日 曽 根 医 院 44-2801 
（内子町 14区）

（金）
亀井小児科医院 24-3757 
（東 大 洲）

17日 芳我外科医院 44-2560 
（内子町20区）

（日）
松尾産婦人科医院 24-5803 
（大沙1i市中村 ）

23日 町 田 医 院 43-0211 
（内子町 7区）

（士）
池田泌尿器科 医院 24-3100 
（東 大 洲）

24日 宝 来 医 院 44-2248 
（内子町 5区）

（日）
清家産婦人科医院 24-6868 
（東 大 沙I,1)
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6
ご

2

堀
内

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急病

4
 

6
/
2
 
久
保

▽

場

所

▽
日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

9
月
12
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

保
健
セ
ソ
ク
ー

8, 23 

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火 市立大、洲病院 24-2151 

水 加戸病院 24-5101 

木～金 大洲I中央病院 24-4551 

9
月

5
日
（
火
）

午
後

1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

▽
収
集
日

9
月
16
日
（
土
曜
日
）
か
ら

（
出
す
の
は

9
月
1
5
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
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汗
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小
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大
和
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中
野
（
篠
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除
ト
ト

r

大
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・

鹿
野
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応
師全曰図、王目午妓ぶ久

時
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午
前
9
時
30
分

9
月
5
日
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一芦十瞬町竜
麦

g
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後
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時

9
月
2
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日
（
火

／ヽ
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日

程

行

先

▽
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所

◎
幼
児
教
室

◎
病
態
栄
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相
談

日

程

場

所

時

間

ぃ：い
□言鱈
3
詞ー―

◎

9
月
の
不
燃
物
収
集

時
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午
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1
時
30
分

1
3
時
30
分

9
月
19
日
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火
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＿
保
健
セ
ン
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一

日

程

場

所

◎
元
気
印
教
室

◎
行
政
相
談

時

▽
日

時間

9月27日（水）一保健セノター一午慣2醗

※離乳食実習を、午前10時から、
肱川町公民館実習室で行います。

， ， ， ， 
月 月 月 月 日
18 11 11 7 
日 日 日 日
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時
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12
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（
火
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＿
保
健
セ
ン
ク
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一

日

程

場

所

， ， 
相月 月

20 5 至成火
日 日

水 火 日

小角 山福 担
川田 本田 JコI 

相

和和 節 吾n火火

雄三 子保 員

日

程

場

所

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

◎
そ
よ
風
の
会
（
精
神
保
健
家
族
教
室
）

9
月
1
日
（
金
）
一
内

子

町

一
午
前
10
時

1

日。
C
I四

日

程

一

行

先

時

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

▽

場

所

◎
健
康
相
談

▽
時
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午
後
1
時
30
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1
4
時

30
分

肱
川
町
公
民
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二
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青
年
室

面曰E闊圏国
◎心配ごと相談

9 9 9 9 
相月月 月月

21 7 20 6 至n火火
日日 日日
’̀ 』-̀  たー、 ，ー、 日
木木 水水

円 大

子 洲 担

町 商 当

商
工 相
会 談

工 議 ノ昌‘‘ 
会 所

時

間

9
月
14
日
（
木
）
一
肱
川
町
公
民
館
字
／
1
2
[
叩
分

日

程

場

所

， ， ， 
月 月 月 日
29 28 21 
日 日 日

金 木 木 程

平 中 大

津 谷 場
林
集 公公

民 会 民 所
館 所 鮮肖

午午
時後前

” ” 210 時時 闊
I 

◎
社
会
保
険
出
張
年
金
相
談

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室
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